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０１．ベクトル Aと Bの成分がそれぞれ A＝（１，－１，１）、B＝（２，３，－１）とし

て、C＝A×Bと、Aと同じ方向で向きが逆の単位ベクトルDを求めよ。 
 
０２．以下の行列式の値を求めよ。 

   
 
 
 

０３．任意のベクトル rを、単位ベクトル eに平行な成分と垂直な成分とに分けよ。 
   ベクトル bに関して、ベクトル aに線対称なベクトルを求めよ。 
   ベクトル b と c で定められる平面に関して、ベクトル a に面対称なベクトルを求め

よ。 
 
０４．ベクトル Aはあるパラメーターsの関数で、単位ベクトルである。Aを sで微分した

ベクトルと、Aとは直交することを示せ。 
 
０５．r×d2r/dt2＝0ならば、r×dr/dtの大きさが一定であることを示せ。 
 
０６．r＝（sinθcosφ、sinθsinφ、cosθ）というベクトルがある。θ、φは時間 t の関

数である。 
   ①rは単位ベクトルであることを示せ。 
   ②dr/dtを求めよ。 
   ③rと dr/dtは直交することを示せ。 
   ④ω＝（－sinφ・dθ/dt、cosφ・dθ/dt、dφ･dt）として、dr/dt＝ω×r であるこ

とを示せ。 
 
０７．位置ベクトル rの方向の単位ベクトルをρ、ρに垂直で、θの増加する方向を向く単 

位ベクトルをσ、k＝ρ×σとする。座標系（ρ、σ）は、角速度ω＝dθ/dt・kで 
回転している座標系であるとして、極座標系での、速度、加速度の成分を求めよ。 

 
０８．質点が等速度直線運動をするとき、直線外の定点のまわりの角速度は、質点とこの 

定点との距離の２乗に逆比例することを証明せよ。 
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０９．半径ａの円周上を一定の速さｖで動いている点Ｐがある。円周上の定点Ｏに関する 
   Ｐの速度、加速度の動径成分と方位成分とを二通りの方法で求めよ。 

a) Ｏを原点とし、Ｏを通る直径と動径のなす角をθとすれば、極座標で 
      r＝２ａcosθ 
     と表される。極座標系での速度、加速度の成分の式を用いよ。 

b) 等速円運動の速度、加速度を成分に分けよ。 
 
１０．平面運動をする動点の、その平面の中の定点に関する面積速度が一定であるときは、

動点の加速度の方向は常にその定点を通ること、及び、逆に加速度が常に定点を通

るときは、その定点に関する面積速度は一定になることを示せ。 
   【面積速度 dS/dt＝｜r×v｜／２】 


